






要約:出生率低下の一つの要因として、育児にかかわる不安や負担が取り上げられている中、

「子どもを健やかに生み育む環境づくり」として、地域ぐるみの育児支援サービスが求め

られている。 

それに対応するためには、地域で核となってコーディネートする所(人)が必要である。そ

こで最も身近な児童福祉施設であり、また育児についての専門的な技術を蓄積している保

育所(保母)に着目した。保育所における育児支援はどうあれば良いか、そして何ができる

だろうか。地域の親子や中学生、高校生にも目を向けた取り組みをしている保育所の実践

例を通し、①親性を育てる、②若い親の育児不安を解消する、③心豊かな子どもを育てる、

という三つの課題に向けて、育児支援のあり方について検討した。 


